
東北農業研究　第7号
181

山形県におけるハナヤサイ「みかど魁1号」の

生態について

鈴木　洋．柿崎正策

（山形県農試）

夏採少型といわれる南方系ハナヤサイであるみかど

魁1号（1961年千葉県みかど育種農協よ少発表）

の播種時期による生態を知り，従来山形県で栽培の困

難であった露地播種による夏採力型栽培技術の確立を

図る目的で，1963年よカ64年にかけ本試験を実

施したものであるが．その成横の一部を報告する，

1　試験材料及び方法

魁1弓と生態的■に類似する武蔵（武蔵野種苗園）

及び山形児での早生系の代表的品種である野崎早生

（野崎採種場）を比叡品種に供試した・更に第1表に

示す供試条件のもとに1区38枚（1964年度は鮎

株）について調査を行なった．なお，育苗期間は全区

寒冷沙被覆とし，畦巾75細，挟間40踊，108当

り施肥成分量（N：30，】㌔Os：12，K20：18Kg）

第1表　　供　試　条　件

1963　年

回数 播種期 移 植 期 定植 期 育 苗 日数

1 6　 1 0 6　 2 4 7　 2 2 4 3

2 7　　 1 7　 1 7 8　　 7 3 8

3 7　 2 0 8　　 5 8　 2 3 3 5

4 7　 3 0 8　 1 3 9　　 4 3 8

1964　年

播種如 移植期

5　 2 0 6　　 1 6　 2 0

a　　 l 6　 1 0 7　　 1

などの栽培によった．

2　試験措黒と考察

1　生育状態

定植時K∴♭ける苗の生育は第2表に示すように，各

第2表　定植時における苗の生育

魁 1 「弓 武　　　 蔵

草 丈 葉 数 草 丈 葉 数 草 丈

掬
8 1

躇
8 4

e耶
2 5 7 2 5 7 1℃1

1 8 0 8 4 1 7 3 9 0 1 2 6

2 2 9 7 0 2 3 1 7 0 1 2 8

2 2 2 7 8 2 2 0 a l 1 4 8

播種助とも四季群に属する野崎早生よ少南方系である魁

1号及び武蔵が伸長早く，どちらかとhえば前者はガツ

チリしたタイプ，後者は徒長的タイプとなる．

定植後¢、生育観察でも菜の形状■葉色・革姿も異なカ

野崎早生は葉が丸型，濃緑でやや検繁性であるのに対し

魁1号及び武蔵は細長く，共振で立1享であわ，野崎早生

とあさらかに生育が異なる．

2　播種期と収穫期

6月10日播種では，野崎早生の場合10月2日に収

穫が開始され，その所要日数が114日に対し，魁1号

及び武蔵は8月24日，その所要日数が76日で非常に

早くから収穫される特徴を持っている．7月18．7月
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20日播椎でも6月10日播種川様に野崎半生より魁

1号及び武威が35日手引徒早捗に収隆が行なわれた，

播種後収隆までの所要日数は播種妙により多少j’・tなる

が，平均でみた場合に，野崎卑仕が118日，魁1「弓

が81日．武蔵ボ2日となカ，収撞最盛期も野崎や／▲巨

よりJ阻次早くなることが．認められた．収穫期間は野崎

Jli－⊥巨か＿・2日，武威15日，魁卜弓は23日の長期間

に収穫が継続され，特に格和期が卑い存亡の傾向が強

いよ　うに思われる．

第3表　　　播　稚　糊　と　収　樽　親

播 種 期 品　　　　　 種 収 穫 始 所 紫 日 数 揖 盛 期 所 要 日 数 収 穫 繕 収 穫 期 間

6 1 0

魁　　　 1　　 号 a　 2 4 7 6 K　 2 4 7 6 1 1ニ　　 ー／ 4 5

武　　　　　　　 蔵 8　 2 4 7 6 テ1 1 2 9 5 9　 2 3 3 8

野　 崎　 早　 生 1 8　　　 2 1 1 －1 1 （1　　 2 1 1 4 1 （1　 2 8 2 7

7　 1

魁　　 1　　 1弓 9　 2 6 8 8 1 （1　　 2 9 4 1 （1 1 6 2 1

武　　　　　　　 蔵 9　 2 6 8 6 9　 3 0 9 2 1 8　　 2 J

野　 崎　 早　 生 1 8　 1 9 1 1 1 1 （1　 2 8 1 2 0 1 1．　　 8 1 0

7 2 0

魁　　 1　　 号 1 8　　 7 8 0 1 什　 1 1 8 5 1 じ　 2 H 5

武　　　　　　　 蔵 l n　 l l 8 4 l rl l l 8 5 1 （1 1 1 1

野　 崎　 早　 生 1 1　 2 6 1 3 （） 1 0　 2 6 1 3 0 1 1．　 2 6 1

平　 均

魁　　 1　　 号 8 1 8 5 2 3

武　　　　　　　 蔵 8 2 9 0 1 5

野　 崎　 早　 生 1 1 8 1 2 1 1 2

備考　7月30日播種区．各品種ともに正状花ツポさ認められない．

a　時期別収宜と品種生態

6月10日播種は，野崎早生の場合にI O月から収穫

を開始したが，魁1号及び武蔵は8－9月に殆んど収隆

が終了している．したがって8－9月に収撞できる量が

多い．

7月1日播種は野崎卑生の場合10月と11月に収

穫がされたのに対し．魁lぢ及び武蔵は9－10月に

収啓が稗丁し，7月20日播種でも魁1弓は野崎早生

よ少早い時卵から開始され収穫が終っている。

第4表　　　時期別収竃と品種／i二態

1）　6月10日播種

8 月 9　月 二0月 l平均

憫軍

不良花

ツポミ
数

止供花

ツポミ
避

個数 蛋孟 個数 雲量 個数 重量 個数 華▲追

1 5
叫
孔80 6 2 1

叩
1 5．4 2 2 2

3 と；

．帯 （Jl

2玖ボ2 15

3 8
2訊 2 9 6 6 g

1 5

1 J＆ 　 しか
1 3 5

6 1．4 4 8 1 7 7 3 6 5 2 3

3 8

玖ボ13

2 a 8 2 6

3日3

7 5 8

d a 8

1 0 8 0

l a 9

1 4．5

2）　7月1日播種

品　　 種
9月 1 0 月 l l Jj rit ヤ・り

個誌

†■ト∴

ノダ数

不良花

ツポミ
数

正状花

ツポさ率

花ッポ

くIFi従個数 第　 品 個数 重　 蒐 個数 筒　 先 偶数 垂　 ＿鑓

魁　 1 号 9

晦

6 32 0 27

K9

2 8 23 0

2 4

K9

1さ）．ナ15

3 6

句

2fi5 5 0
グ
7こi7 1 1

　 界
94 7
　 C深
1 4．2 5 ！．9

武　　　 蔵 12 6 28 6 6 2 78 4 18 邑0 70 5 0 3 3 17 50 0 1′1．り 35 9

野 崎 早 生 13 17 10 0 ：17 3 7 1）5（） 1，00 1 1 9 73 17 6 56 8
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3）　′りj2日け播種

ぷ】　 樵

l U 月 1 1月 ．il Y Jごブ

州 都

不良ノ化

ツポミ放

ポトニン

グ 薮

止扶花

ツがミヰミ仙 数 垂 足 個 数 餌 も‡ 個 数 郡 一量

魁　 1 ぢ 1 7
1‰ 7

∴ホ

陶

4「17 5日

17
津 ．＿4 7 6 6才

17 4 4 7 2節

武　 蔵

野 崎 早 生

2 7 （10 2

3日

7（IO

4 吐7 50

3 5 0

1．0 7 2

3 6 5

4）　7月3Ul］播種

川　　　　 帥 5．トニンク教 ll・j石ミ薄く 正状北 ソポヾ 教

魁　 1　 ぢ 3 8 1 し10．0

0武　　　 蔵 3 8 l J u O

野 崎J II ／．‡三 3 8 l U J．0 0

5）　5月20日播種（1964）

口．】　　　 抑 根粒蛤
けi要・

‖敲

8　 月
で・均個重

；ビト

ニ／タ数

リーフ
イ　 数

正扇とツ

ガミ率

花ツホ’さ

し仁　 径

箸

佃如 巾：：l乙‾

魁 1 号

野 崎早／ヒ

射‾15日 7～ミ 1′l
　 ーゾ

．1．28 2

　 ′
乙05 4 1 1

　 卑
250
　 ∽
145 14．1

魁1号は武蔵と同時期に収穫されている武蔵か花ツポ

ミ表面の毛は立ち及び菓粒状等の不良花ツポ号数が非

常に多く，しかも1個サ均環が′1、さい。又花ンポさの

竃さと直径の比（重さ／直径）も小さレ㍉・これは花ッ

ポミの肉質が粗であることを示してかれ魁1りが武

蔵よ少品質的打勝れていることをホしていることにな

る。ただし，寛さ／l年径比が生肯期間の長い野崎対生

よ少小さく緻密さが劣るが，反面野崎早生の欠点であ

る花ツガミが角張ることが比較的少をレ可いさを持って

いる。総収塩（正状花ツ汁トさ等）は野崎‘IりLよカ少な

いが武蔵より多い．

7月1日，7月20日播種も6月10日的様の傾向

がみられたが，播種勅が遅くなるにつれて不良花ツポ

さ数及びがトここ／グ（与瀾小結ツポミ）の発′上が増加

したが武蔵に比較して非常に少ない′

7月30日播種では3品種とも100労ポトニンク

が発生し正状花ソポミの収種ができなかった・山形県

の場合これらの品種では7月30日の晩播は無理であ

る．

更に魁1号を中期に播種した場・合に正状花ツポさが

収穫できるかどうか，ポトこ／タの発生状態をみるた

めに1964年5月20日及び6月1日に野崎早生と

比較しながら試験継続中であるが，5月20日播種の

図1みかど魁1号の花ツポき

⊥：6月10日播種，9月12日撮影

下：7月1日播種．10月　2日撮影
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場合第4表8）に示すように・魁1号は7月1日頃よ少

発辞し，その後ポトエソクの発生が非常に多く・正状花

ッポ　率がが2　0…に低下した。その正状花ツポさも6

月10日，7月1日播種区のような大きい－しかも花ツ

ポミ表面がキメのこまかいものができず重量／直径比が

小さくなカ品質的に劣る花ツポミとなった・同時期に播

種された野崎早生は8月20日現在でも全然発膏が認虻

られない．

6月1日播種区は8月12日（所要日数‥73日）

から少しずつ正状花ツホさが収穫できるようになった・

その花ツホべは幾分5月20日播種よ少花ツポ音の★き

いものである。しかしポトこング及び不良花ツポミ数が

約30努程度は先月ミするのではないかと観察される，

以上のようなことから・魁1号は野崎早生より温度

に対する感応度は非常に強く・そのため隆端夜半まき

遅まきはポトニング及び不良花ツがさ教を増加させ非

常に危険であるt山形県の粗▲合6月10日～30日頃

の間，筍Ⅵ20日を中心に播種し・野崎早生の収穫前

すなわち8月下旬から9月を目標に収穫する栽培勲に

通する品種と思われ・夏どりハナヤサイとして充分実

用価値があれ本種を活用することによって－し‡j形県

でも露地播種によるハナヤサイ夏採力栽培が可能であ

る．

玉　葱　の　直　播　栽　培　に　つ　い　て

松本良一郎．菅野清司

（岩手県園試南部分場）

1　甘　え　が　き

岩手県声部沿岸地方は1958年エカ玉葱集団栽培

がはじま少，現在は60haと売っている・この地帯

の農業は沿岸零細農漁家であって・畑は王として麦

大豆の年2毛作地帯である・この麦の代換作物として

玉葱を導入し・玉葱・大豆の2毛作とした・2毛作地

帯の当地方にあつては11月第2半句ユタ急に低温と

なるため，玉葱の定植限界が11月始めまでとな少・前

作との関係から定植期間が極めて短縮され，加うるに

玉葱芦培において最も労力を多く必要とする作業が定
植であるので，この陰路を打開する一方策として・

玉ねぎ直播栽培の研究を採少上げた・ここに1962

年，1963年の2ヶ年の試験結果を報告する・

2　試　験　方　法

1962年は播種畳の検討をし，播種期の設定は移

植栽培の播種適期よ少約20日遅れとした・1963

年は直拝の早・晩経を検討した・その概要は第1表の

如くである．

第1表　　試験方法の概要

19　62年播種

区番 播　 種　 鼠 備　　　　 考

1 1 0 8 当 q 6 〟 播 種 9 月 1 5 日

2 〝　 1 2 ／′
畦 巾 8 脚 ，3条，条播

3 〝　 1 8 〝 閲 引 き　 4 月 9 日

1963年播種

区番 播種期 播 種 ＿ilと 備　　　　 巧‾

1 9月 1 0 日 8 9 ′β 畦巾8 0亡か

2 〝 1．5 3条，条終

3 9　 1 7 8 9 間引，4 月9 日

4 〝 1．5 1瞑隆　 7月5 日

5 9　 2 4 8 9 1区 1 3．2 m 2

6 〝 1 5 2　 区　 制

7 1（1月3 0 日 定　 植

3　試験結果と考察

11962年塔の結界（播種宜）

甫立教：4月9日越冬後調査の結果は第2表のとかカで・

すなわち移植栽培標準播種量の108当川6－β区

は，標準定植数a当身alOO本とほぼ同数であり，播


